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し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
後
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
を
推
進

し
て
き
た
Ｊ
Ａ
Ｆ
交
通
環
境
部
事
業
推
進
課
主

事
の
関
根
保
さ
ん
は
「
努
力
義
務
で
あ
る
こ
と

が
、
い
つ
の
間
に
か
『
着
用
し
な
く
て
も
い
い
』

と
間
違
っ
て
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

が
、
後
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
普
及
が
進
ま

な
か
っ
た
要
因
の
１
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
」
と

い
う
。

後
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
効
果
と
必
要
性
を
検

証
す
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
で
は
後
席
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
に
関
す
る
衝
突
テ
ス
ト
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
ユ
ー
ザ
ー

テ
ス
ト
）
を
こ
れ
ま
で
に
３
回
実
施
し
た
。
こ

の
テ
ス
ト
の
映
像
や
画
像
は
Ｊ
Ａ
Ｆ
の
機
関
誌

だ
け
で
な
く
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
や
各
種
教
材
に

も
有
効
活
用
さ
れ
て
い
る
（
２
面
写
真
参
照
）。

１
回
目
（
平
成
13
年
）
の
テ
ス
ト
で
は
ミ
ニ

バ
ン
を
50
km
／
ｈ
で
、
２
回
目
（
平
成
18
年
）

の
テ
ス
ト
で
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ゴ
ン
を
64

km
／
ｈ
で
壁
に
正
面
衝
突
さ
せ
た
。
３
回
目

（
平
成
19
年
）
の
テ
ス
ト
で
は
、
ミ
ニ
バ
ン
を

加
害
車
両
、
セ
ダ
ン
を
被
害
車
両
と
し
、
出
会

い
頭
事
故
を
想
定
。
加
害
車
両
（
衝
突
速
度
45

km
／
ｈ
）
を
被
害
車
両
（
衝
突
速
度
22
・
５

km
／
ｈ
）
の
側
面
に
衝
突
さ
せ
た
。

１
回
目
と
２
回
目
の
テ
ス
ト
で
は
、
後
席
で

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
た
ダ
ミ
ー
人
形

は
座
面
か
ら
投
げ
出
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
後
席

シリーズ：命を守る教育現場 第●回「後部座席シートベルト着用の啓発①」

後部座席シートベルト着用普及に
向けた取組み

Ｊ
Ａ
Ｆ（（
社
）
日
本
自
動
車
連
盟
）
と
警
察

庁
が
合
同
で
、
平
成
19
年
秋
に
実
施
し
た
「
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
状
況
全
国
調
査
」
に
よ
る
と
、

一
般
道
路
で
の
後
席
同
乗
者
の
着
用
率
は
８
・

８
％
（
運
転
席
95
・
０
％
、
助
手
席
86
・
３
％
）、

高
速
道
路
で
の
後
席
同
乗
者
の
着
用
率
は
13
・

５
％
（
運
転
席
98
・
５
％
、
助
手
席
93
・
５
％
）

と
、
前
席
に
比
べ
て
か
な
り
低
い
。
ま
た
、
警

察
庁
が
ま
と
め
た
平
成
19
年
の
自
動
車
乗
車
中

の
座
席
位
置
別
・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
有
無
別

死
者
数
を
み
る
と
、
後
席
の
死
者
数
の
84
％
が

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
で
あ
っ
た
。

昭
和
61
年
に
一
般
道
路
、
高
速
道
路
に
関
わ

ら
ず
、
す
べ
て
の
道
路
で
運
転
席
と
助
手
席
で

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
が
義
務
化
さ
れ
た
が
、
後

席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
に
つ
い
て
は
「
後
席
同
乗
者

に
着
用
さ
せ
る
よ
う
に
つ
と
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
努
力
義
務
と

2008年 6月10日発行（毎月1回10日発行）●SJ423号

６月１日、改正道路交通法が施行され、クルマの後部座席（以下、
後席）でのシートベルト着用が義務化された。関係する業界団体
や四輪販売会社では今回の義務化以前から、着用促進のための
活動を継続的に展開してきた。義務化にともない、こうした活
動はますます重要になってくる。後席シートベルト着用を普及
させるため、クルマを利用する人々に向けてどのようなことを
発信しているかを紹介する。

CONTENTS

今月の
スポット

非着用の危険性を理解し、
クルマに乗ったら、走る
場所が高速道路、一般道
路に関らず全ての席でシ
ートベルトを着用する、
チャイルドシートを使用
することが必要です。

（特集より）

シリーズ：命を守る教育現場
第3回「後部座席シートベルト着用の啓発①」…………………………q
後部座席シートベルト着用普及に
向けた取組み
教育最前線③……………………………………………e
●西部自動車学校・郡山市立赤木小学校交通安全教室／教習所が
持つ交通安全のノウハウを子どもたちの交通安全教室に活かす

私の提言…………………………………………………r
●井原健雄・正岡利朗／異なる組織が連携し、
体系的な交通安全教育を推進

危険予測トレーニング（KYT）…………………………r
●第3回　信号のない横断歩道を渡る（自転車）

TRAFFIC ADVICE─交通教育センターから …………t
●本田技研工業（株）・モンパル安全運転指導員研修／お客様に安全
にご利用いただくためにモンパル販売時の安全運転指導員を養成

SAFETY REPO………………………………………t
●富山県Honda会／富山県でHondaの四輪販売会社が同日、一斉に
交通安全教室を開催

NEWS REVIEW………………………………………t
●安全健康快適フェア2008─安全衛生総合展─
DOCUMENT EYE○ ………………………………y
●児童・幼児の自転車用ヘルメット着用状況を観察する

220

6
2008 JUNE

●編集室：〒１０７-８５５６東京都港区南青山２－１－１
本田技研工業株式会社
安全運転普及本部内
電話 03（5412）1736

●編集人：千葉英雄
●年間購読料：1200円（定価1部100円・消費税込）
※郵便振替　口座番号：00170-7-173273
※加入者名：㈱アストクリエイティブ

安全運転普及本部係

安全運転普及活動ホームページ http://www.honda.co.jp/safetyinfo/

3

に
着
座
姿
勢
の
ま
ま
留
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

非
着
用
の
ダ
ミ
ー
人
形
は
前
方
に
投
げ
出
さ
れ

た
り
、
前
席
乗
員
に
被
害
を
与
え
る
様
子
が
確

認
さ
れ
た
。
３
回
目
の
テ
ス
ト
で
は
、
非
着
用

の
ダ
ミ
ー
人
形
が
前
方
に
投
げ
出
さ
れ
た
後
、

前
席
シ
ー
ト
な
ど
の
車
内
の
構
造
物
に
身
体
を

打
ち
付
け
、
最
後
に
は
窓
枠
か
ら
頭
部
が
は
み

出
し
た
。
実
際
の
事
故
の
場
合
、
衝
撃
の
際
に

か
か
る
力
の
方
向
に
よ
っ
て
は
窓
ガ
ラ
ス
を
突

き
破
り
、
車
外
放
出
さ
れ
る
危
険
性
を
示
し
て

い
る
。

「
い
ず
れ
の
テ
ス
ト
も
、
衝
突
速
度
は
一
般

道
路
で
通
常
走
行
し
て
い
る
45
〜
64
km
／
ｈ
と

い
う
速
度
で
す
。
つ
ま
り
、
一
般
道
路
で
も
後

席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
な
い
と
危
険

で
あ
る
こ
と
が
言
え
ま
す
。
非
着
用
の
危
険
性

を
理
解
し
、
ク
ル
マ
に
乗
っ
た
ら
、
走
る
場
所

が
高
速
道
路
、
一
般
道
路
に
関
ら
ず
全
て
の
席

で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
使
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
」
と
関

根
さ
ん
は
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

一
般
道
を
通
常
走
行
す
る

速
度
で
も
非
着
用
は
危
険

Honda Cars富山では、お客様にJAFのシートベルトコンビンサーを活用してシートベルト着用の重要性を伝えている

●座席位置別・シートベルト着用有無別死者数の割合

運転席

49％

47％

4％

助手席

57％

40％

3％

後部座席

13％

84％

3％

0 50 100
（％）

着　用

非着用

不　明

●後席シートベルト非着用で交通事故にあった場合の危険性

①自らが致命傷を負う危険性
座席から投げ出され、車内の構造
物に衝突する

■後席乗員の致死率※1

※平成19年警察庁資料

後席シートベルト
着用

後席シートベルト
非着用

0.12％

0.35％

②同乗者に対する加害性
座席から投げ出され、車内の同乗
者に衝突する

■ドライバーの死亡重傷率※2

※平成12年（財）交通事故総合分析センター資料

後席シートベルト
着用

後席シートベルト
非着用

1.48％

3.02％

③車外放出の危険性
座席から投げ出され、窓ガラスを
突き破る

■車外放出の割合

※平成18年警察庁資料

後席シートベルト
着用

後席シートベルト
非着用

3.8％

25.6％約3倍 約7倍約2倍

※1  致死率＝死者数÷死傷者数×100 ※2  死亡重傷率＝前席乗員が死亡または重傷であった台数÷事故関与率×100
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口
頭
で
も
あ
わ
せ
て
伝
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
」。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
重
要
性
を
一
般
の
人
々

に
伝
え
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
安
全
教
育

の
現
場
で
活
躍
し
て
い
る
の
が
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
の
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
コ
ン
ビ
ン
サ
ー
（
１
面
写
真
参
照
）
だ
。

Ｊ
Ａ
Ｆ
で
は
平
成
５
年
か
ら
活
用
を
始
め
、
現
在

は
全
国
で
35
台
が
稼
働
し
て
い
る
。
当
車
両
に
よ

る
啓
発
活
動
は
、
平
成
19
年
度
だ
け
で
１
７
７
３

回
実
施
さ
れ
、
21
万
５
２
７
４
人
が
体
験
し
た
と

い
う
。

４
月
19
日
、
富
山
県
運
転
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
富
山
の
お
客
様
を
対
象

に
し
た
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
も
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
コ
ン
ビ
ン
サ
ー
に
よ
る
衝
突
体
験
が
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
る
。
主
催
者
で
あ
る
ホ
ン
ダ
カ
ー

ズ
富
山
部
長
の
浅
生
忠
和
さ
ん
は
「
私
た
ち
が

店
頭
で
お
客
様
に
後
席
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

を
伝
え
て
も
、
そ
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ

く
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
。
そ
こ
で
、
ス
ク
ー

ル
の
中
で
低
速
で
も
衝
突
し
た
時
に
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
し
て
い
な
い
と
身
体
を
支
え
ら
れ
な
い
こ
と

を
、
お
客
様
に
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
機
会
を
つ

く
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
」
と
話
す
。

参
加
者
30
人
が
順
次
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
コ
ン
ビ
ン

サ
ー
に
乗
り
、
５
km
／
ｈ
か
ら
の
模
擬
衝
突
を
体

験
し
て
い
く
。
体
験
を
終
え
た
参
加
者
の
多
く
か

ら
「
た
っ
た
５
km
／
ｈ
と
は
思
え
な
い
衝
撃
だ
っ

た
。
こ
れ
が
40
km
／
ｈ
、
60
km
／
ｈ
で
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
自
分
の
身
体

Ｃ
Ｍ
や
ポ
ス
タ
ー
は
事
故
に
あ
っ
た
時
に
着
用
し

な
い
と
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
そ
の
危
険
性

を
視
覚
的
に
訴
え
る
内
容
に
し
ま
し
た
。
Ｃ
Ｍ
で

は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
の
後
席
の
ダ
ミ
ー
人

形
が
上
に
投
げ
出
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
Ｆ
ユ
ー
ザ
ー
テ
ス

ト
の
実
験
映
像
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。
一
人
で
も

多
く
の
交
通
参
加
者
に
危
険
性
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
こ
と
の
意
味
を

考
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
っ
た
自
工
会
交
通
統
括
部
長
の
中
山
章
さ

ん
は
語
る
。

Ｃ
Ｍ
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
、
プ
ロ
野
球
開

催
ス
タ
ジ
ア
ム
内
の
大
型
ビ
ジ
ョ
ン
、
首
都
圏
の

電
車
内
モ
ニ
タ
ー
、
高
速
道
路
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
内
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
、
自
動
販
売
機
モ

ニ
タ
ー
Ｃ
Ｍ
な
ど
で
放
映
さ
れ
て
い
る
。
自
工
会

で
は
義
務
化
さ
れ
た
後
も
重
点
項
目
と
し
て
、
引

き
続
き
後
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
Ｐ
Ｒ
に
力
を

入
れ
て
い
く
考
え
だ
。

後
席
に
お
客
様
を
乗
せ
る
タ
ク
シ
ー
会
社
で

も
、
義
務
化
に
と
も
な
う
取
組
み
が
始
ま
っ
て
い

る
。
東
京
都
内
の
タ
ク
シ
ー
会
社
３
８
４
社
で
構

成
さ
れ
る
（
社
）
東
京
乗
用
旅
客
自
動
車
協
会
で

交
通
事
故
防
止
委
員
会
委
員
長
を
務
め
る
樽
澤
功

さ
ん
（
政
和
自
動
車
（
株
）
社
長
）
は
次
の
よ
う

に
話
す
。「
現
在
、
お
客
様
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

着
用
し
や
す
い
よ
う
な
車
内
環
境
の
改
善
を
行
っ

「
後
席
で
着
用
す
る
と
、『
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転

を
信
用
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
』
と
、
着

用
を
た
め
ら
っ
て
い
た
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。
法

律
に
明
記
さ
れ
た
こ
と
で
、
同
乗
者
が
自
ら
の
意

思
で
着
用
し
や
す
く
な
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
同
乗

者
に
着
用
を
促
し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
」。

今
回
の
義
務
化
を
き
っ
か
け
に
、
後
席
同
乗
者
の

意
識
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
を
、
関
根
さ
ん
は
期

待
す
る
。

平
成
18
年
よ
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
を
含
め
た
交
通

参
加
者
へ
の
後
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
Ｐ
Ｒ
に

力
を
入
れ
て
い
る
の
が（
社
）日
本
自
動
車
工
業
会

（
以
下
、
自
工
会
）
で
あ
る
。
自
工
会
で
は
４
月

６
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
春
季
交
通
安
全
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
後
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

を
Ｃ
Ｍ
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
訴
求
し
て
い
る
。

「『
後
席
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
な
く
て
も

安
全
』
と
い
う
神
話
の
よ
う
な
も
の
を
信
じ
て
い

る
方
々
が
ま
だ
ま
だ
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

て
い
ま
す
。
座
席
に
カ
バ
ー
を
か
け
て
い
る
タ
ク

シ
ー
が
多
い
た
め
、
お
客
様
の
中
に
は
、
タ
ク
シ

ー
に
乗
ら
れ
た
際
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
バ
ッ
ク
ル

（
受
け
口
）
が
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
バ
ッ
ク

ル
を
見
つ
け
や
す
く
す
る
よ
う
各
社
に
徹
底
し
て

い
ま
す
」。

お
客
様
へ
の
啓
発
活
動
に
関
し
て
は
、
昨
年
秋

に
後
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
呼
び
か
け
る
ス

テ
ッ
カ
ー
を
作
成
し
、
お
客
様
の
目
に
つ
く
場
所

に
貼
っ
て
着
用
を
勧
め
て
い
る
。
さ
ら
に
６
月
以

降
は
、
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
お
客
様
に
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
を
呼
び
か
け
て
い
く
方
針
だ
が
、

着
用
を
勧
め
る
際
に
万
一
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
し

ま
わ
な
い
か
と
い
う
不
安
が
乗
務
員
に
あ
る
と
同

協
会
で
は
考
え
て
い
る
。
乗
務
員
の
そ
う
し
た
不

安
を
軽
減
す
る
た
め
に
、
タ
ク
シ
ー
の
メ
ー
タ
ー

を
入
れ
る
と
車
内
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
を
呼
び

か
け
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
自
動
的
に
流
れ
る
機
械
を

順
次
導
入
し
て
い
く
予
定
だ
。「
ア
ナ
ウ
ン
ス
だ

け
で
、
す
べ
て
の
お
客
様
が
着
用
し
て
く
だ
さ
る

か
ど
う
か
心
配
な
面
も
あ
り
ま
す
。
お
客
様
の
安

全
を
守
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は

は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
た
。

ス
ク
ー
ル
の
閉
講
式
で
、
浅
生
さ
ん
は
参
加
者

に
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
ク
ル
マ
の
ど
の
席
で
も
着

用
し
な
い
と
危
険
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た

だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
６
月
か
ら
後
席
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
着
用
が
義
務
化
と
な
り
ま
す
。
自
分
の
ク
ル

マ
に
あ
る
後
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
場
所
を
確
認

し
て
、
後
席
に
人
を
乗
せ
た
時
に
教
え
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

ご
主
人
と
今
回
の
ス
ク
ー
ル
に
参
加
し
た
力
示

多
賀
子
さ
ん
は
「
自
分
が
運
転
を
す
る
時
は
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
必
ず
着
用
し
て
い
ま
す
が
、
他
の
人

が
運
転
す
る
ク
ル
マ
の
後
席
に
乗
る
時
は
着
用
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
体
験
で
、
衝
突
の

時
に
身
体
に
か
か
る
衝
撃
は
ど
の
席
で
も
同
じ
だ

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
今
ま
で
安
易
だ
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
自
分
が
着
用
す
る
だ
け
で
な
く
、

家
族
や
友
人
を
後
席
に
乗
せ
る
時
は
着
用
を
勧
め

よ
う
と
思
い
ま
す
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
後
席
同
乗
者
に
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
を
呼
び
か
け
て
い
く
に
は
、
ま
ず
ド
ラ
イ

バ
ー
自
身
が
後
席
で
着
用
し
な
い
場
合
の
危
険
性

を
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
。

本
紙
は
７
月
号
で
も
引
き
続
き
、
後
席
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
特
集
し
、
後
席
に
乗
る
人
々
の
着
用
の

実
態
な
ど
を
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
。

シリーズ：命を守る教育現場 第●回「後部座席シートベルト着用の啓発①」

ク
ル
マ
を
利
用
す
る
人
々
へ
の
啓
発
活
動
が
様
々
な
形
で
進
む

スクールの参加者に着用を呼びか
けるHonda Cars富山部長の浅生忠
和さん

（社）日本自動車工業会
交通統括部長中山 章さん

シートベルトコンビンサーの体験を通じて、非着用の危険性を再
認識する参加者が多かった

ミニバンを50km／hで壁に正面衝突させた１回目のテスト

ステーションワゴンを64km／hで壁に正面衝突させた２
回目のテスト

出会い頭事故を想定した３回目のテスト。写真は45km／
hで衝突したミニバンの車内

2008年 6月10日発行（毎月1回10日発行）●SJ423号

お
客
様
に
着
用
を
促
進
す
る

タ
ク
シ
ー
会
社
の
取
組
み

四
輪
販
売
会
社
に
よ
る

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
教
育

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
の

危
険
性
を
視
覚
的
に
訴
求
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Hondaセーフティキャンペーン
Hondaでは4月6日から5月
10日にかけて、Hondaセーフ
ティキャンペーンを実施した。
期間中、後席に重点を置いた
全ての座席のシートベルト着
用などを呼びかける、「安全啓
発うちわ」を全国の販売会社、
交通教育センター、鈴鹿サー

キット、ツインリンクもてぎ、多摩テック等でお客様に
配布した。
Hondaセーフティキャンペーンの詳細と「安全啓発う
ちわ」は以下のホームページを参照。

http://www.honda.co.jp/safetyinfo/topics/
safety_campaign/2008spring.html

JAF交通環境部事業推進課主事
関根 保さん

●後席シートベルトに関するJAFユーザーテスト


